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いわき都市圏総合都市交通推進協議会
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⑴ 久之浜・大久、四倉地区における定額タクシーの
社会実装について
⑵ いわき市運賃協議会の設置について

資料１



⑴ 小川地区における定額タクシーの
実証事業について
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［協議事項］
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１ 小川地区の現状

地域の区長会、地域振興協議会、福祉関係者等
を交え、地域交通に関するワークショップを開催。
地域の公共交通の課題や利用状況等について
意見交換。

令和６年度
【地域ワークショップの開催】

課題

① 公共交通機関ま
での移動手段がない。

② 1日の便数が少な
く、利用したい時間に
運行されていない。

③ 利用者が減少し
ていくと、維持が困難
になる恐れがある。

小川地区における定額タクシーの実証事業について

鉄道：磐越東線
・いわき行き：8便/日
・郡山行き：6便/日

路線バス：菱川町－高崎
・運行便数：10便/日
・土日祝運行なし

高崎停留所

JR小川郷駅

所要時間運 賃モード

平均

約10分250円バ ス（地区内）
（高崎～小川農協)

平均

約12分470円
バ ス（地区外）
（小川農協

～平窪農協)

平均

約6分190円鉄 道
(小川郷～赤井）

２ これまでの経過

（参加者の声）
・地区内に足がなくて困っている方は多数いる。そういう方は無理
して車の運転を続けており、事故を起こしてしまわないか心配。
・タクシーは、費用負担が大きく平窪まで行くのに片道3,000円
かかる。

令和７年度
【地区住民へのヒアリングの実施】

【実証事業の運行モデルの検討】

ワークショップ参加者の協力のもと、地区住民へ日常の外出と移
動手段に関するヒアリングを実施。
103名へのヒアリングを実施し、より細やかな実態を確認。

（ヒアリング結果の概要）
・1週間の通院や買い物等を含めた外出の平均日数が3日
・日常の移動手段について、自分で自動車を運転が約70％、家族
や知人等に送迎が約25％、公共交通機関（バス・鉄道・タクシー）で
の移動が約5％

住民ボランティア輸送や公共ライドシェアなどの交通モードを含め、
検討を進めた結果、小川地区は地区の大部分がタクシーが配車可能
のエリアとなっているほか、路線バスや鉄道との結節機能強化が必要

であることから、タクシーを活用した定額タクシーの実証運行を実
施することとなった。
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３ 制度内容

小川地区における定額タクシーの実証事業について

● 対象者

「利用登録証」を持っている人がタクシーを利用した
時の料金の一部を市が助成。

小川地区に居住する、15歳（高校生）以上の方

● 利用登録証の交付

電話、若しくは電子申請により、利用登録後、郵送交付

令和７年11月1日～令和８年2月28日（4カ月間）

● 事業期間

● 助成内容

※ 事業期間中であっても予算が無くなり次第終了

４ 今後の事業スケジュール

3月11月 ～ 2月９月 ～ 10月

事業者
との契約

実証事業
【約4か月間】

実証準備
実証運行
分析

※ 商業施設、医療機関、金融機関、公共機関で市が指定する施設

②地区外①地区内

・4,000円未満
１回1,500円を超える額
・4,000円以上
１回2,000円を超える額

1回1,000円を超える額助成額

上限なし利用回数

全日利用可能日

株式会社 平和タクシー
運行事業者
（予定）

不要事前予約

午前８時～午後６時利用時間

平窪または赤井の
指定施設※のみ

制限なし移動の範囲

地区外利用助成額については、遠野地区定額
タクシーの実証事業で出た利用者ごとの助成
額の差が大きいという結果を踏まえ、助成額
の平準化を図るため２段階制にして実施する

２段階制の基準について、
遠野地区では5,000円としているが、
小川地区は、地区外の主要施設までの距離が
遠野地区より短距離であり、4,000円を基準
として実施する

利用回数の上限について、今回の実証事業に
おいて、利用者の移動需要を把握するために
上限は設けず実施する
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４ パークアンドライド実証事業

小川地区における定額タクシーの実証事業について

● 対象者

旧小川支所跡地にパークアンドライド駐車場を整備。
定額タクシー実証事業と合わせて、実証事業を実施。

小川地区に居住し、鉄道又はバスを利用する方

● 利用登録証の交付

電話、若しくは電子申請により、利用登録後、利用証を郵送交付

令和７年11月1日～令和８年2月28日（4カ月間）

● 事業期間

● 利用料

無料

● 利用方法

先着順に駐車

● 所在地等

● 駐車台数

10台程度

● 今後のスケジュール

・駐車場整備（砂利敷等）
・定額タクシーと合わせて周知

P＆R駐車場場所
小川支所

小川郷駅



⑵ 小名浜地区における域内交通
の実証事業について

⑶ 常磐地区における域内交通
の実証事業について
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［協議事項］



小名浜・常磐地区における域内交通の実証事業について

１ 実証事業の交通モデルの構築（令和７年4月～７月）

令和６年度のニーズ調査の結果を受けて各地区において、実証運行の交通モデルについて検討を実施

小名浜地区 常磐地区

【検討事項】

・導入する交通モデルについて（路線定期運行又は、デマンド型区域運行）

・運行するルート・エリア、乗降場所等について

⇒ 交通モデルの決定は地域に適したモデルとなるよう総合的に判断

⇒ アンケート結果やワークショップ参加者の声から交通モデルを構築

令和７年４月から各地区３回程度のワークショップを開催

３月11月 ～ ２月１０月９月８月4月 ～ ７月地 区

小名浜

常 磐

２ 事業の進捗状況

実証運行期間
【約３～４ケ月間】

・
運
行
主
体
（
交
通
事
業
者
）
の
決
定

実

証

運

行

開

始

各種申請・手続き等
約２カ月

【検討事項】
・運行態様（定路線・区域）
・路線（起終点・経由地）
・運行系統
・運行回数
・運行時刻
・停留所の位置
・使用する車両
・運賃等

第
１
８
回

協
議
会
（
本
日
）

第
１
９
回

協
議
会

実証運行に関係する交通事業者との協議（調整）

交
通
モ
デ
ル
に
関
す
る
お
お
ま
か
な

方
向
性
に
つ
い
て
決
定

交通モデルに関する
地域とのワークショップ
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交通モデルに関する
おおまかな方向性について協議

詳細検討

国の申請に必要な事項に関する協議
路線（起終点・経由地）、エリア、運賃、時刻等

実証運行
分析



小名浜・常磐地区における域内交通の実証事業について
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３ おおまかな実証事業の方向性について

常磐地区小名浜地区

一般乗合旅客自動車運送事業
（デマンド型 区域運行）

一般乗合旅客自動車運送事業
（路線定期運行）運行形態

常磐地区湯本町、上湯長谷町、桜ケ丘、下湯長谷町、
白鳥町、西郷町、関船町、下船尾町、水野谷町

（約24,000人）

小名浜地区小名浜、岡小名、大原、湘南台
（約28,000人）

運行エリア
（エリア内人口）

令和７年11月～令和８年２月（３～４カ月間） 毎日運行実証運行期間
（予定）

『一般乗合旅客自動車運送事業の許可』を持つ交通事業者運行主体(想定)

乗車定員10名～９名（運転手含む）の車両使用する車両

２台２台使用する
車両の台数

有り停留所の設置

有り（ルート設定も含む）無し予約事務の有無

各地区のワークショップを経て、導入する交通モデルの運行イメージは以下のとおり



常磐地区小名浜地区

地域性
（都市構造）

住宅密集
エリア

バス路線

■小名浜・常磐地区の地域性
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運行想定
エリア

地 形 ： 主に平地、一部に高台あり（湘南台、港ケ丘）
人口密度 ： エリア全体に広域に広がる
道 路 ： 幹線道路沿いに網目状に広がる

・団地が広域に広がる
・道路は幹線道路から
網目状に広がる
（需要が連続的に続く）

面積：13.1km2
人口：約28,000人
人口密度：2,137人/km2

地 形 ： 地域内に高台が点在
人口密度 ： 住宅密集エリアが点在
道 路 ： 幹線道路から団地を結ぶ道路が存在

団地へのルートは限定的、道幅は狭い

・団地が点在
・道路は幹線道路から
団地へのルートは限定的

（需要が分散）

小名浜・常磐地区における域内交通の実証事業について

面積：18.0km2
人口：約2４,000人
人口密度：1,333人/km2

運行態様：路線定期運行
<メリット>
・予約が不要、運賃が比較的安価
・利用方法が分かりやすい

運行態様：デマンド型区域運行
<メリット>
・柔軟なルート設定が可能



（※イメージ）
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イオンモール
いわき小名浜 港ケ丘区民会館前

ヨークベニマル
小名浜リスポ

小名浜支所

マルト岡小名

１ｋｍ

【小名浜】路線定期運行の運行イメージ

コミュニティバス
（路線定期運行）

運行形態

○
利用できる人

利便性

誰でも利用可能

○
予約の有無

不要

△
行き先

経路が決まっている

○
運賃設定

一般的に安価

○
所要時間の
読みやすさ

時刻表に沿って運行

○
バス停

きめ細やかな設置が可能

◎
利用の容易さ

シンプルな運行

○

コスト

運行面
管理面

サービスの限定により
コスト縮減が可能

○（事業者の）
労力や手間 当初手続きのみ

岡小名四丁目

諏訪町

港ケ丘入口

小型車両

イオンモール

イオンモール（バ
ス停）

旅館新よね

小名浜港湾豪合
同庁舎前

ローソン小名浜
辰巳店前

ふじみつ商店前

うろこいち

水主稲荷大社前

えびすや商店

港ケ丘区民会館前

小名浜東郵便局

小名川橋

小名浜案内所

横町公園

権現塚公園

本町保育所

小名浜諏訪神社入口

常交サービス前

小名浜東小学校

岡小名一丁目

岡小名公園入口

湘南台入口

湘南台集会所

湘南台中央

岡小名二丁目

小名浜・常磐地区における域内交通の実証事業について



JR湯本駅

常磐病院前

ヨークベニマル湯本南店

傾城団地
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【常磐】デマンド型区域運行の運行イメージ

乗降ポイント

（※イメージ）

※予約状況により運行経路は異なる

・運行キロ程 約8.3ｋｍ ・所要時間 約35分

乗車①

乗車②

降車①

降車➁、③、④

乗車④

乗車③

釜ノ前団地

ジャンボタクシー

デマンド交通
運行形態

区域運行

○利用できる
人

利便性

誰でも利用可能

△
予約の有無

必要

○

行き先
定められた乗降ポイントによる

○
運賃設定

一般的に安価

△
所要時間の
読みやすさ 予約状況により異なる

◎
バス停

より細やかな設置が可能

△
利用の容易
さ 予約が必要＋利用ルールが複雑

△

コスト

運行面
管理面

・予約システムや予約受付事務な
どにかかる費用が発生する
・予約状況に応じた経費設定が可
能となる場合がある

△（事業者
の）
労力や手間 予約受付、予約システムの整備

小型車両

小名浜・常磐地区における域内交通の実証事業について



⑴ 久之浜・大久、四倉地区における
定額タクシーの社会実装について
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［報告事項］



１ 令和5、6年度定額タクシー事業の実証について

⑴ 久之浜・大久、四倉地区における定額タクシーの社会実装について
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高齢者等の移動困難者の日常生活に最低限必要な移動手段として、既存のタクシー事業と連携した地域主体の
取組みの実証事業を実施。

「利用登録証」を持っている人がタクシーを利用した時の料金の一部を市が助成。

R5年度：1回の利用につき、1,000円を超える額
R6年度：1回の利用につき、1,000円or1,500円を超える額

⑴ 制度内容

R5年度：令和６年1月22日 ～ 令和6年3月17日（約2カ月間）
R6年度：令和６年11月1日 ～ 令和７年2月28日（4カ月間）

⑵ 事業期間

２ 令和７年度の取組について

社会実装にあたっては、地域の関係者と協議を重ね、社会福祉法人いわき市社会福祉協議会が事務局となる
「久之浜・大久、四倉地区交通対策協議会」を設立。

R7.7.31 「久之浜・大久、四倉地区交通対策協議会」 設立総会

連携協定

公共交通課
交通対策協議会

福島県タクシー協会いわき支部

運営主体

運行委託
契約締結



⑴ 久之浜・大久、四倉地区における定額タクシーの社会実装について
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３ 社会実装について

⑴ 事業の内容

令和６年度の実証ベースで進めることを
久之浜・大久、四倉地区交通対策協議会で決定。

⑵ 今後の予定

内容区分

久之浜・大久、四倉地区に居住する、
65歳以上の方 または 運転免許自主返納者対象者

メーター料金3,000円以上メーター料金3,000円未満

助成額
１回1,500円を超える額1回1,000円を超える額

16回/月利用回数上限

不要事前予約

全日利用可能日

株式会社マルイチ小名浜タクシー・三和交通有限会社
運行事業者
（予定）

午前8時～午後4時利用時間

久之浜・大久地区及び四倉地区内の自宅、
商業施設、医療・金融・公共機関で市が指定する施設

対象施設

９月上旬～ 〇 連携協定の締結
（市・交通対策協議会・
タクシー事業者・タクシー協会）

〇 補助金の申請・交付
（市・交通対策協議会）

〇 運行委託契約の締結
（交通対策協議会・
タクシー事業者）

〇 地域への周知・利用登録開始
（地区回覧・広報投込み）

10月上旬～ 〇 社会実装



⑵ いわき市運賃協議会の設置について
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［報告事項］
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いわき市運賃協議会の設置について

１ 運賃・料金の種類（一般乗合旅客自動車運送事業）

適用運行の態様手続き運賃の種類

いわゆる一般的な路線バスに適用路線定期運行のみ認可された上限運賃の範囲内に
おいて実施運賃を届出

上限運賃

協議会において合意された運賃に
適用

路線定期運行・路線不
定期運行・区域運行

協議運賃の届出協議運賃

旅客に及ぼす影響が比較的小さい
高速バス、定期観光バス等に適用

路線定期運行・路線不
定期運行・区域運行

軽微運賃の届出軽微運賃

一般乗合旅客自動車運送事業の運賃・料金は、上限運賃の認可制が原則

協議運賃はこれまで地域公共交通会議（いわき都市圏総合都市交通推進協
議会）で協議を行ってきた

協議運賃の協議方法が道路運送法改正により変更に！！

運賃協議会で協議が調えば、協議運賃が適用されるが、何でも認められる
わけではない （ex 現状の路線と重複して極端に安価など）

今後は運賃協議会による協議が必要



いわき市運賃協議会の設置について

2 法改正の内容（設置の趣旨）
・令和５年１０月１日の道路運送法の改正に伴い、一般乗合旅客自動車運送事業の協議運賃に係る協議方法が
変更となった。
・協議運賃は、これまで地域公共交通会議（いわき都市圏総合都市交通推進協議会）で協議することとなってい
たが、独占禁止法上のカルテルにあたるとの疑義が生じないよう、道路運送法第９条第４項に定める「協議会」
（運賃協議会）において協議を行うことなった。

（参考：国土交通省資料）

16



いわき市運賃協議会の設置について

３ 運賃協議会の構成員等

団 体 名区 分

いわき市地方公共団体

運賃等を定めようとする事業者一般乗合旅客自動車運送事業者

東北運輸局福島運輸支局国

いわき市行政嘱託員連合協議会

地域公共交通の利用者 福島県高等学校PTA連合会いわき地区

いわき市社会福祉協議会

独占禁止法の観点から、運賃等を定めようとする一般乗合旅客自動車運送
事業者のみが協議に参加
（複数事業者の運賃を協議する場合は、1事業者ごとに協議会を開催）

会議は原則非公開
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